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人工照明下でのカラマツ内装材の評価

はじめに
　カラマツは，北海道の主要な森林資源であり，切り

出される原木の径級構成は中大径化が進んできていま

す。しかし，その用途は，用資材，パレット材などが

主要部分を占めており建築用材としてはあまり使用さ

れていません。特に，ねじれ・節などが多いことや辺

材と心材のカラーコントラストの大きさが，内装材と

しての用途を大きく制限しています。しかし，木目や

色調などの視覚特性が人に与える心理的効果について

の研究がなされるようになり，木目は「見た目によい」，

「なごんだ」イメージを与えることや1)，節のある材が

「自然に」見え「感じのよい」イメージを与えることな

どが報告されています2)。

　ここでは，カラマツ中大径木の製材から，表面がお

おむね辺材であるもの，心材で節のないもの，心材で

節のあるものの3種類の羽目板を作製し，照明条件の違

い(2種)によりそれぞれの素材の視覚特性が人に与える

影響と心理的効果についての検討を行ったので紹介し

ます。

実験概要
　試料表面が「辺材」，「心材-節なし」(以下「心材」)，

「心材-節あり」(以下「節材」)のプレーナー仕上げをし

た板目の羽目板(厚さ10×幅120mm)を作製しました。こ

れを内径1,015×高さ1,800mmの正五角柱の試験ボック

ス内装材として横張りに施工しました(写真1～3)。床

には，インシュレーションボードを敷き，天井面から

照明で室内を照らし，外部からの光を遮断するため幅

6,000×奥行2,500×高さ2,500mmの大きさの暗室内にボ

ックスを設置しました。ボックス内にひじ掛付きのい

すと，足下付近に室温調整用の電気ストーブを設置し，

暗室内を20～25℃，湿度40～50％に調整して実験を行

いました。

　使用した照明は，住宅やオフィスなどで一般的に使
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用されている光色のもので，色温度の低い照明A(3,200

ケルビン(K))は白熱電球を，高い照明B(5,500K)は蛍光

ランプを想定しています(表1)。なお，照明器具は座位

安静状態の被験者の視野に直接入らないように後部に

設置しました(図1)。いすに座ったときの被験者の目の

高さ(座位内眼角高)を青年男子平均の800mm3)として，

目の位置に当たる鉛直面の照度が，2種類の色温度の違

う照明で不快に感じないように700ルクス(lx)程度に調

整しました4)。この時，同じ高さにおける被験者正面羽

目板の鉛直面照度は2,000lxとなりました。照明Bの中

心光度が2,500カンデラ(cd)なのに対して照明Aは

5,000cdと倍の大きさなので，同じ照度に調整するた

め，Aは照明1の1か所に，Bは照明1と2の2か所に設置し

ました(図1)。各試料において，照明A，Bの反射光を分

光照度計で測定したところ，目の位置に当たる鉛直面

の光源色は，照明Aが「オレンジ」，照明Bが「白」で試

料による違いは認められませんでした。

　被験者は，ボックスに入ってからしばらく安静状態

を保った後，イメージ評価の15項目の質問紙(7段階SD

法)に回答し，続いて気分を評価するための質問紙(日

本版POMS5))に回答する作業を行ないました。被験者は，

通常の視力を有する林産試験場の男子職員12名(24～47

歳)で行いました。

イメージの評価結果
　図2に，平均SD得点プロフィールを示します。いずれ

の試料においても照明条件の違いによる大きな差は認

められませんでしたが，「開放された-抑圧された」の

項目において心材に違い(有意水準5％)が認められまし

た。

　また，照明条件ごとに，評定項目相互に相関のあっ

たイメージプロフィールを，直交した横軸・縦軸をも

った因子空間に変換し，横の座標および縦の座標がど

のような意味を持つのか分析を行いました。

　その結果，照明Aでは，横軸が「好きな」「親しみや
し

すい」といった嗜好性を表す項目と「開放された」「の

びのびした」といった開放感を表す項目で構成されて

おり，前者を嗜好性因子(E因子)，後者を解放性因子(P

因子)と意味づけE-P因子としました。縦軸は，「つめた

い」「はりつめた」といった項目で構成されていること

凡例）
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から雰囲気因子(A因子)と意味づけました。

　一方，照明Bでは，E因子とA因子を意味づけた評定項

目が横軸となり，P因子を意味づけた評定項目が縦軸と

なりました。そこで，横軸をE-A因子，縦軸をP因子と

し，各照明における因子得点布置図を図3，4に示しま

す。

　照明Aでは，E-P因子の評価が高いのは辺材で，最も

嗜好性，解放性の高いものとなりました。また，A因子

の評価が高いのは節材で，最も「つめたい」「はりつめ

た」雰囲気のあるものとなりました。

　照明Bでは，E-A因子の評価が高いのは心材で，嗜好

性の高いもので，かつ最も「あたたかい」「ゆったりし

た」雰囲気のものとして評価されていました。また，P

因子の評価が最も高かったのは，照明A同様に辺材とな

りました。

気分の評価結果
　POMS(Profile of Mood States：感情プロフィール

検査)は，気分を評価する質問紙法の一つとして開発さ

れたもので，「緊張-不安」，「抑うつ-落込み」，「怒り-

敵意」，「活気」，「疲労」，および「混乱」の六つの気分

尺度を得点化して測定することができ，得点が高いほ

どその気分が高まっていることを示します。被験者に

は，照明2条件×試料3条件のデータセット数以外に，水

性アクリル系樹脂を主原料とした白色の織物調エンボ

ス柄の壁紙を鉛直面に配した部屋の中でもPOMSに回答

してもらいました。部屋の大きさは1,570×2,640×高

さ2,600mmの直方体で，床面には白色のカーペットを敷

き，試験ボックス同様，被験者正面の鉛直面照度を

2,000lxとし目の位置に当たる鉛直面の照度がおおむね

700lxになるように調整し，室温25℃，湿度50％の条件

で行いました。このときのPOMS得点と照明2条件×試料

3条件での各得点の差を集計したものを表2に示します。

　各照明条件における気分の評価では，照明Aの心材に

おいて，「怒る」「いらいらする」などの項目で構成さ

れる気分尺度や「頭が混乱する」「集中できない」など

の気分尺度が他の試料に比べて高くなりました。また，

照明Bの辺材で，「生き生きする」「頭がさえる」などの

気分尺度が節材に比べて高くなっていることがわかり

ました。

　照明条件の違いによる気分の評価(表2照明効果)で

E-P因子

E-A因子
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は，心材において五つの気分尺度に大きな差が認めら

れました。特に，「悲しい」「気が重い」，「怒る」「いら

いらする」や「頭が混乱する」「集中できない」などの

気分尺度において顕著な差がみられ，照明Bより照明A

の得点が高くなりました。辺材では「頭が混乱する」「集

中できない」などの気分尺度，節材では「怒る」「いら

いらする」などの気分尺度において，照明Bより照明A

の得点が高くなりました。

まとめ
　①心材・節材の重厚な色調に比べ淡色の辺材におい

て，「開放された」「のびのびした」といった開放性の

イメージが照明条件に関係なく高くなりました(図3，

図4のP因子)。

　②オレンジ色の光源下における嗜好性は，辺材＞節

材＞心材の順で，白色の光源下では辺材＞心材＞節材

となり，いずれの場合も辺材の評価が高いことがわか

りました(図3，図4のE因子)。

　③すべての木目で「あたたかい」「ゆったりした」雰

囲気が醸し出されていますが，照明条件に関係なく心

材＞辺材＞節材の順になっていることが確認できまし

た(図2および図3，図4のA因子)。

　④オレンジ色の光源下では，辺材や節材よりも心材

において，「怒る」「いらいらする」気分や「頭が混乱

する」「集中できない」などのネガティブな気分が高ま

ることがわかりました(表2)。

　⑤白色の光源下では，「活気がわいてくる」「生き生

きする」などのポジティブな気分が，節材で低く辺材

で高くなることがわかりました(表2)。

　⑥白色よりオレンジ色光源でネガティブな気分が高

まる傾向が見られ，特に心材において「抑うつ-落込み」

「怒り-敵意」「混乱」といった気分が高まっていること

がわかりました(表2の「得点結果」と「照明効果」)。

　以上のように，色調の異なる辺材・心材や同じ色調

の心材でも節の有無によって，それぞれの素材が人間

に与える生理的・心理的評価に違いがあり，欠点と思

われがちな節材も「混乱」や「怒り-敵意」といったネ

ガティブな気分を和らげる効果がみられるなど，カラ

マツ材の建築装飾材，家具用材などの用途が期待でき

る結果となりました。近年は，天然材料の優れた特性

が見直されてきており，快適で豊かな生活を演出する

材料としてカラマツ材の用途をひろげる試みは，今後

も大切な役割を担っていくと思われます。
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